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研究成果． 

 

＜動力学モデルの基礎研究＞ 

 

様々な物理過程の動力学モデルへの影響 

これまであまり考えられてこなかった流体の存在や熱の発生や溶融による破

壊動力学への影響を考察した． また熱多孔性弾性体中の動的破壊についての理
論的研究を行った．  
 

断層セグメントの動的破壊過程への影響 

断層セグメントの存在を考慮した断層モデルを用いて動的破壊シミュレーショ

ンを行い動的破壊過程への影響を，特に地表でのすべり量と断層長とのスケー

リング則に着目して調べた． 

  
フラクタルパッチモデルと断層形状 

 これまで動的モデルパラメターの研究において不均質円形パッチモデルを用

いて地震の様々な動的プロセスを説明することに成功しているが，その不均質

性の原因は明確ではなかった．そこで断層面上のすべり弱化距離分布を断層面

の凸凹に比例するように不均質分布を設定し，動的破壊過程の統計的性質を調

べた．  
 
＜動力学モデルとデータ解析＞ 

 

マルチスケール震源インバージョン法の開発 

地震の成長過程における複雑さのスケーリングを研究するには初期破壊過程か

ら最終的な破壊までを統一的に解析する手法が必要である．しかし従来のイン

バージョンはスケールを変化しながら成長する地震の破壊過程を分解すること

ができなかった．そこで繰り込みの方法を断層すべりインバージョンに導入す

ることでマルチスケール断層すべりインバージョン法を開発した．  
 

非線形震源時間関数を用いたすべり弱化距離の推定 

非線形震源時間関数を用いた新しいすべりインバージョン法を開発し，そのす

べりモデルを用いてDcの推定を試みた． 
 

福岡県西方沖地震の破壊過程 

強震計観測網で収録された記録を解析し，福岡県西方沖地震の破壊過程を解析

した．地震モーメント5.7 × 1018 Nm (Mw 6.4)， 最大すべり量1.5 m 弱，平
均すべり量0.54 m，などの結果が得られた． 
  
南アフリカ金鉱山の地震のエネルギースケーリング 

南アフリカ金鉱山の震源ごく近傍で記録されたM0から1.4の28個の地震の地震
波形から地震波エネルギーを推定した．地震波エネルギーからアパレントスト

レスを求めると0.2から3MPaとなり，より大きい地震と似たような値になった．
またモーメントテンソルインバージョンによって有意な等方収縮成分が存在す

ることがわかった． 

  

 



 

臨界滑り量の推定の研究 

重要な震源物理パラメターの１つである臨界滑り量を推定する方法のうち，三

雲の方法の問題点などを模擬データによる数値シミュレーション手法で検討し

た． 

 

負の応力降下量と破壊伝播 

  これまでに地震波形インバージョンで得られた新潟県中越地震と芸予地震

の震源モデルから，破壊遅れと応力降下量の関係，を調べると，負の応力降下

量域で破壊伝播が遅れる傾向のあることがわかった．この性質は動力学モデル

を用いた強震動予測手法にとって重要である． 

 

＜動力学モデルと強震動＞ 

 

マルチスケール不均質モデルを用いた地震動予測 

既存のアスペリティモデルに，フラクタル的な操作で様々なスケールの不均

質を付加し，広帯域でω-2則に従う震源モデルへ改良する方法を考案し，想定南

海地震に適用した． 

 

統計的震源モデル法の開発 

統計的震源モデルと平行成層の理論グリーン関数とを結びつけた統計的震源モ

デル法を開発し，同時に長周期での理論的ラディエーションパターンから短周

期での等方なラディエーションパターンを導入する方法も提案した． 

 
 

 


